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●施工費の比較 主に断熱材とサッシの差額が現れています。
●エアコンの比較 エアコンの台数は、断熱等級6、7の住宅では2台でまかなえる可能性があります。等級４の住宅ではエアコンを各部屋に配置すると4LDKの住宅で

は5台必要になり、３台減になります。新築時に加えて30年の間に1回交換を見込んで試算しました。

●医療費の比較 30年間にかかる医療費について試算しました。
参考資料：近畿大学生物理工学部人間環境デザイン工学科藤田浩司「医療費を考慮した経済的な住宅断熱性能から」に基づき一般社団法人ロングライフラボが試算

断熱等級4と断熱等級6、7のイニシャルコスト
とランニングコストを比較する。 
長年住むなら、等級が高い方がお得。
イニシャルコストとランニングコストの比較
「戸建住宅120㎡の2階建てに30年間暮らす」場合、断熱等級4と断
熱等級6、7の費用対効果を表しました。施工費、光熱費、医療費を総
合すると断熱等級4に対する費用対効果は、断熱等級6でマイナス
152万円、断熱等級7でマイナス53万円です。

1 -3-5｜断熱等級6、7の費用対効果

「戸建住宅120㎡の2階建てに
30年間暮らす」
場合の比較

断熱等級4との差額

イニシャルコスト ランニングコスト（30年）
削減効果合計

施工費 エアコン 光熱費 医療費

断熱等級6 ＋118万円 ▲90万円★ ▲46万円 ▲134万円 ▲152万円

断熱等級7 ＋304万円 ▲90万円★ ▲67万円 ▲200万円 ▲53万円

費用対効果は間取りやライフスタイルに左右される
費用対効果にはエアコン台数差が効いています。断熱等級6、7では1
階リビングに暖房用エアコン、2階主寝室に冷房用エアコンを配置する
ことで、住宅全体にムラなく暖気・冷気を送ることが可能ですが、そのた
めに間取り、ライフスタイルにも工夫が必要です。廊下＋個室がいつ
も閉じられているような住宅では空気は行き渡りません。
　最終的には住まい手のライフスタイルを考慮した全体の組み立てが
必要です。

★エアコンのイニシャルコスト計算（15年に1回交換）｜断熱等級4の間欠運転の場合――5台×2回購入＝合計10台、断熱等級6、7の連続運転の場合――2台×2回購入＝
合計4台、エアコン1台15万円×6台=90万の減額
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